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本研究の対象であるTh-229mはその存在を直接確認されていないが,励起エネルギーが2.5～6.5 eVと

言われており,一般的な原子核と比べ極端に低い。そのエネルギーがトリウムの第一イオン化エネルギー

（～6 eV）より低ければ,内部転換過程が禁止され電子架橋過程（EBM）の非常に良い検証の場として期

待できる。EBMが起こる確率は最外殻電子の状態に依存するため,Th-229mの半減期はその化学状態に

より変化すると考えられており,化学的な観点から見ても非常に興味深い。しかし,現在までに複数の研究

グループによって試みられた核紫外線の検出および電子架橋過程に伴う光子の検出はα線誘起発光等に妨
害されて成功しておらず,半減期についてはE. Browne et al.(2001)が実験条件から6時間以下又は20日

以上と推定した報告があるだけである。そこで本研究ではこれまで誰も成功していないTh-229mの崩壊

信号の検出とその半減期の測定を目指した。


